
〈特集〉 

令
和
４
年
度

Ｊ
Ａ
掛
川
市

組
合
員
表
彰

農業後継者表彰

萩田祐太郎
和田岡

水稲、イチゴ、メロン

鈴木　裕
上内田
茶

農
業
の
近
代
化
を
目
指
し
、

担
い
手
と
な
る
優
秀
な
後
継
者

を
表
彰
し
ま
す
。

優良組合員表彰

鈴木長司
和田岡
水稲、茶

角皆春久
上内田
茶、レタス

農
業
、農
村
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
、

成
績
優
良
な
生
産
者
を
表
彰
し
ま
す
。

３
か
年
計
画
の
３
年
目
と
し
て
、Ⅰ
地
域

の
農
業
振
興
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
、Ⅱ

J
A
事
業
で
生
産
の
拡
大
を
後
押
し
し
ま

す
、Ⅲ
農
業
振
興
を
応
援
す
る
組
織
を
育
成

し
ま
す
、Ⅳ
経
営
環
境
に
対
応
し
た
経
営
へ

の
転
換
を
進
め
ま
す
、
の
基
本
方
針
の
も
と

事
業
を
進
め
ま
し
た
。

基
幹
作
物
の
茶
業
で
は
、
生
産
資
材
な
ど

の
原
料
価
格
高
騰
に
よ
り
、
情
勢
が
一
層
厳

し
さ
を
増
す
中
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
体

化
し
た
生
産
指
導
お
よ
び
販
売
促
進
強
化
に

努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
掛
川
茶
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
と
振
興
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
有
機
J
A
S
規
格
茶
生
産
拡
大
に
お
け

る
生
産
指
導
を
行
い
、
付
加
価
値
の
付
い
た

茶
の
栽
培
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し

た
。さ

す
が
市
で
は
、
来
店
客
数
お
よ
び
販
売

額
と
も
に
順
調
に
増
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
間

連
携
に
よ
り
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
だ

店
舗
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

第61回ＪＡ掛川市通常総代会が5月26日、
掛川市生涯学習センターで開かれました。総
代会には、総代494名のうち、404名（本人
出席135名、書面決議269名）が出席。議
事では、第61期事業報告及び剰余金処分
案や第62期事業計画の設定など9議案が上
程され、すべて原案通り可決承認されました。
なお、剰余金処分のうち出資配
当金は年1％、信用・購買事
業を対象とした利用高配当は
約1,800万円です。

厳
し
さ
増
す
農
業
情
勢

営
農
継
続
に
向
け
た
対
応
が
課
題
に

３
か
年
計
画
の
最
終
年

さ
す
が
市
は
来
店
客
数
、販
売
金
額
と
も
に

順
調
に
推
移

議長を務めた
松浦貞雄さん（東山）

持続可能な農業の実現を
目指して

第６１回ＪＡ掛川市通常総代会を開催

令和４年度事業実績

　
第1号議案
第61期（令和4年3月1日から令
和5月2月28日まで）事業報告及
び剰余金処分案承認について
第2号議案
定款及び定款附属書総代選
挙規程の一部変更について
第3号議案
ＪＡ掛川市２か年計画 ～組合
員とともに創造“農業と協同
の未来”～の設定について
第4号議案
第62期（令和5年3月1日か
ら令和6年2月29日まで）事

業計画の設定について
第5号議案
任期満了に伴う理事及び監事
の選任について
第6号議案
退任理事に対する退職慰労
金の支給について
第7号議案
退任監事に対する退職慰労
金の支給について
第8号議案
理事の報酬の決定について
第9号議案
監事の報酬の決定について
附帯決議案

決議事項

 実　績 計画対比
貯金 115,028,680 100.4%
貸出金 33,557,511 100.1%
共済 7,758,851 88.1%
購買 2,596,350 114.3%
販売 2,266,248 106.9%
茶市場 1,524,131 89.6%
緑茶加工 558,925 85.9%

各事業の実績
（単位：千円）令和5年2月28日現在

第
１
号
議
案
・
第
61
期

事
業
報
告（
抜
粋
）
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※共済の実績(ポイント)は当JAの換算基準により
表示しています。

   金　額
事業総利益 2,028,887
 （信用事業総利益） 736,218
 （共済事業総利益） 545,501
 （購買事業総利益） 426,184
 （販売事業総利益） 164,103
 （加工事業総利益） 146,324
 （利用事業総利益） 29,264
 （その他事業総利益） 11,364
 （指導事業収支差額） －30,073
事業管理費 1,965,428
 （人件費） 1,393,435
事業利益 63,458
事業外収益 135,694
事業外費用 24,706
経常利益 174,446
特別利益 70,165
特別損失 180,655
税引前当期利益 63,957
法人税等合計 41,253
当期剰余金 22,703
当期首繰越剰余金 175,231
当期未処分剰余金 197,935

損益計算書
（単位：千円）令和4年３月１日～令和5年２月２8日

17.08%
自己資本比率

自己資本比率

利益準備金や積立金等の内部留保
に努めてきた結果、17.08％と早
期是正措置の基準である4％を大
きく上回っています。 

資産の部  金　額
信用事業資産 115,423,286
 （現金） 507,730
 （預金） 73,215,359
 （有価証券） 7,517,731
 （貸出金） 33,557,511
共済事業資産 7,115
経済事業資産 981,463
 （受取手形） 50,940
 （経済事業未収金） 585,294
 （棚卸資産） 375,432
 （貸倒引当金） －48,114
雑資産  452,741
固定資産 4,240,324
外部出資 5,103,788
資産の部合計 126,258,708

貸借対照表

負債及び純資産の部  金　額
信用事業負債 116,017,186
 （貯金） 115,028,680
 （借入金） 105,116
共済事業負債 344,688
経済事業負債 302,965
 （経済事業未払金） 302,939
雑負債  648,804
諸引当金 856,822
負債の部合計 118,170,467
出資金  790,525
利益剰余金 7,862,997
 （うち当期剰余金） 22,703
その他有価証券評価差額金 －562,932
純資産の部合計 8,088,240
負債及び純資産の部合計 126,258,708

（単位：千円）令和5年2月28日現在

   金　額
当期未処分剰余金 197,935,737
剰余金処分額 53,544,019
 （利益準備金） 20,988,000
 （任意積立金） 6,000,000
 （出資配当金） 7,748,192
 （利用高配当金） 18,807,827
次期繰越剰余金 144,391,718

剰余金処分
（単位：円）
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道の駅掛川

東山いっぷく処

日坂I.C.
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〈特集〉 
第５号議案で「任期満了に伴う理事及び監事
の選任」が行われ、投票によって新役員が承
認されました。総代会終了後に理事会・監事
会が開かれ、互選により代表理事組合長に榛
葉稔（西山口）、代表理事専務に大塲秀明（和
田岡）、常務理事に川隅弥寿吉（学識経験）、
常勤監事に小柳津徹（学識経験）が選出され
ました。
任期は３年で、令和８年５月に予定する通常総
代会終了までとなります。

新体制でスタート
役員改選

役員改選

理事・監事の紹介 こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
代
表
理

事
組
合
長
と
い
う
大
役
を
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
、
責
務
の
重
大
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

社
会
環
境
、
社
会
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
中
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻

く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
新

２
か
年
計
画「
組
合
員
と
と
も
に
創
造
〝
農

業
と
協
同
の
未
来
〞」
を
策
定
し
、①
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
た
生
産
基
盤

強
化
、
②
Ｊ
Ａ
運
営
の
好
循
環
に
向
け
た

組
織
基
盤
強
化
、

③
「
不
断
の
自
己
改

革
」
の
実
践
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立
・

強
化
の
３
つ
の
重
点
項
目
を
柱
に
自
己
改
革

と
各
基
盤
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
、
利
用
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
経

営
理
念
で
あ
る
未
来
に
つ
な
が
る
元
気
な
農

業
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
己
改
革
と

基
盤
強
化
を
進
め
る

代
表
理
事
組
合
長

西
山
口

榛
葉 

稔

この度の役員改選において、代表理事専務をお受けする
ことになり、責任の重さに身が引き締まる思いであります。
現在農業を取り巻く社会情勢・社会環境は非常に厳し

く、持続可能な農業の在り方が問われています。農協が協
同の力を発揮し、農家組合員の安定した農業経営実現のた
め必要な存在となるには、組合員・役職員の「農業協
同組合」への深い理解が必要不可欠です。
組合員の組織である掛川市農協に組合員の健全な

想いを結集し、最大限の力が発揮できるよう農協運営
に全力を尽くす所存でありますので、皆様のご協力
をお願い申し上げます。

代表理事専務 和田岡大塲秀明

この度の役員改選により、学識経験理事として選任いた
だき、常務理事という重責をお引き受けすることになりま
した。責務の重大さに、身の引き締まる思いであります。
農業、農協を取り巻く環境が厳しさを増す中ではありま

すが、常に組合員の視点に立ち、農協の基本理念に基
づいて、組合員の所得向上・地域農業の活性化に努め
るとともに、農協の健全経営を目指します。
組合員や利用者にとって身近に感じ、より良い農協

になるよう役職員一丸となって取り組んでまいりますの
で、皆様のご指導ご協力をお願い申し上げます。

身
近
に
感
じ
、よ
り
良
い

農
協
に
な
る

よ
う
に

常務理事 全区域
（学識経験）川隅弥寿𠮷　

この度の役員改選により、再度学識経験監事に選任いた
だき、常勤監事の重責をお引き受けすることになりまし
た。責任の重大さに、身の引き締まる思いであります。
農業・農協を取り巻く環境が厳しさを増す中では

ありますが、組合の健全な発展を図るため、組合員
の立場に立ち、理事の職務執行を含む業務活動全般
について、その適法性・妥当性を確認することを目的
として監査を行い、組合経営の健全性と透明性
の確保に努めてまいります。

経
営
の
健
全
性
と

透
明
性
の
確
保
に
努
め
る常勤監事 全区域

（学識経験）小柳津徹

理事・金融共済委員

日坂
松永行由

理事・茶業委員長

東山
渡辺孝義

監　事

東部地区
鷲山喜久

理事・金融共済委員

東山口
今駒芳治

理事・金融共済副委員長

原泉
杉山喜康

理事・茶業副委員長

西郷
堀井一郎

理事・経済委員

倉真
田辺喜四郎

監　事

北部地区
柴田正信

理事・茶業委員

粟本
杉山　保

理事・金融共済委員長

原谷
鈴木浩司

理事・茶業委員

原田
平尾有広

監　事

西部地区
山崎敏康

理事・茶業委員

桜木
山﨑育司

理事・経済委員

掛川
山本浩二

理事・金融共済委員

西南郷
村上久雄

理事・経済副委員長

曽我
鈴木崇仁

代表監事

南部地区
石川哲司

理事・経済委員長

上内田
石川和史

監　事

員外監事
鴨川　登

理事・経済委員

青年枠
松浦永治

理事・経済委員

女性枠
堀内正子

理事・茶業委員

女性枠
波多野初枝

代表理事組合長 松 永 大 吾 様 （日　坂）
代表理事専務 塩 澤 勝 義 様 （原　田）
理　事 山 崎 耕 一 様 （東山口）
理　事 横 井 隆 一 様 （西山口）
理　事 松 浦 久 夫 様 （倉　真）
理　事 松 浦 文 男 様 （西　郷）
理　事 中 根 　 保 様 （粟　本）
理　事 堀 内 敏 夫 様 （桜　木）
理　事 大塚美恵子 様 （全区域）
理　事 鈴 木 深 雪 様 （全区域）
理　事 守 屋 　 篤 様 （全区域）
監　事 戸 塚 　 博 様 （西　部）

退任される理事・監事の皆様
長 い 間、ありがとうござ いました 。

組
合
員
の
思
い
を
結
集
し

農
協
運
営
に
全
力
を

尽
く
す
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生
産
拡
大
を
担
う
担
い
手
の
育
成
と
農
地
集

積
に
よ
り
、
効
率
的
な
経
営
を
進
め
ま
す
。
組
合

員
や
地
域
住
民
と
の
絆
を
深
め
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
農
業
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

良
質
茶
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
一
体
化
し

た
生
産
指
導
お
よ
び
販
売
に
よ
り
、
農
業
所
得
向

上
に
努
め
ま
す
。

各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
掛
川
茶

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
掛
川
茶
振
興
に
努
め
ま

す
。

農
業
所
得
向
上
の
た
め
、
生
産
組
織
と
一
体

と
な
り
、
新
た
な
販
路
拡
大
に
向
け
た
販
売
機
能

の
強
化
や
産
地
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
営
農
指
導
の
強
化

に
向
け
、
職
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
、
効
果
的

な
営
農
相
談
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

組
合
員
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
・
生

活
資
材
を
提
案
し
、
安
全
・
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
を
展
開
し
、
快
適
に
利
用
で
き
る
購
買
事

業
を
目
指
し
ま
す
。
農
家
組
合
員
へ
の
出
向
く
体

制
を
強
化
し
、
寄
り
添
っ
た
訪
問
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

営
農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
各
取
組
事
項
を
実
行
さ
せ
、
業
務
効
率
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
５
Ｊ
Ａ
事
業
連
携
協
議

会
の
購
買
作
業
部
会
で
は
情
報
交
換
に
よ
り
、
共

通
の
新
規
提
案
と
課
題
の
解
決
を
進
め
、
購
買
事

業
の
円
滑
な
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

「
組
合
員
応
援
・
さ
す
が
を
満
載
！
」
を
掲
げ
、

Ｊ
Ａ
の
持
つ
金
融
仲
介
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
組
合
員
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
活
力
の

あ
る
農
業
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
貢
献
し
ま

す
。「

組
合
員
・
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
安
心
と
満
足
の
提
供
」
を
基
本
方
針
と
し
、
組

合
員
・
利
用
者
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
障
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心

掛
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
契
約
者
フ
ォ
ロ
ー
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
安
心
」
と「
信
頼
」
で

地
域
を
つ
な
ぐ
Ｊ
Ａ
共
済
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。業

務
運
営
体
制
の
見
直
し
や
組
合
員
・
利
用
者

の
相
談
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
と

前
年
度
実
績
　
１
、５
２
４
、１
３
１
千
円

本
年
度
計
画
　
１
、６
０
０
、０
０
０
千
円  

茶
市
場

緑
茶
加
工

前
年
度
実
績
　
５
５
８
、９
２
５
千
円 

本
年
度
計
画
　
６
０
０
、０
０
０
千
円 

茶

前
年
度
実
績
　
９
６
３
、７
５
４
千
円

本
年
度
計
画
　
９
０
０
、０
０
０
千
円  

一
般

営
農
・
販
売

前
年
度
実
績
　
１
、８
５
２
、３
１
７
千
円

本
年
度
計
画
　
１
、６
３
５
、０
０
０
千
円  

生
産
資
材
　
購
買

前
年
度
実
績
　
７
４
４
、０
３
３
千
円

本
年
度
計
画
　
７
３
５
、０
０
０
千
円  

生
活
資
材
　 前

年
度
実
績
　
４
９
０
、９
５
３
千
円

本
年
度
計
画
　
４
７
０
、０
０
０
千
円  
畜
産

前
年
度
実
績
　
８
１
１
、５
４
０
千
円

本
年
度
計
画
　
８
２
０
、０
０
０
千
円  

さ
す
が
市

前
年
度
実
績
　
１
１
５
、０
２
８
、６
８
０
千
円

本
年
度
計
画
　
１
１
５
、７
０
０
、０
０
０
千
円  

貯
金
　信
用

前
年
度
実
績
　
３
３
、５
５
７
、５
１
１
千
円

本
年
度
計
画
　
３
４
、６
０
０
、０
０
０
千
円  

貸
出
金
　

組
織
活
動
・

組
合
員
支
援

と
も
に
、
組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ
、
総
合
事
業

を
基
本
と
し
て「
不
断
の
自
己
改
革
」
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
組
合
員
や
地
域
の
人
々
か
ら
信
頼
さ

れ
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

監
査

前
年
度
実
績
　
７
、７
５
８
、８
５
１
ポ
イ
ン
ト

本
年
度
計
画
　
８
、０
０
０
、０
０
０
ポ
イ
ン
ト  

総
務

不
祥
事
未
然
防
止
の
強
化
と「
リ
ス
ク
管
理
の

３
線
防
御
体
制
」
の
構
築
を
図
る
た
め
、
内
部
監

査
の
継
続
的
実
施
に
よ
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
と
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
充
実
・
向
上
に
努
め
ま

す
。法

令
・
定
款
・
そ
の
他
諸
規
程
に
基
づ
き
適
正

に
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
会
計
監
査
人

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
、

環
境
に
対
応
し
た
事
業
を
展
開
す
る

令和５年度事業計画

監
査
お
よ
び
監
事
監
査
と
の
適
切
な
連
携
、
積
極

的
な
情
報
交
換
を
行
い
、
効
率
的
で
有
効
な
監
査

を
実
施
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

共
済

平成28年度より、組合員との対話に基づいて、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」
「地域の活性化」を基本目標とする創造的自己改革の実践に全力で取り組んできました。
令和４年度からは、農業者の所得増大に取り組むほか、経営基盤強化や組合員との対
話・意思反映をすすめ、さらなる進化を目指します。

農協が果たすべき役割

農業者の所得拡大・農業生産の拡大

有機ＪＡＳ規格茶の
新規取り組み面積の拡大

重点目標

さすが市取扱高の拡大
重点目標

主力品目イチゴの
取扱高の拡大

重点目標

令和４年度実績
令和４年度実績

令和４年度実績

付加価値をつけた茶の栽培や製
造をすすめ、販売単価の向上に
つなげています。

３７６．８a
 （目標対比１２５％）

令和５年度目標

８００a 令和５年度目標

７億４，０００万円

令和５年度目標

４億５，０００万円

出荷者数の増加や出荷品目の拡
大に努め、豊富な地元農産物の
販売に取り組んでいます。出荷
登録者への野菜苗・種子を供給
し、推進作物の生産拡大を行っ
ています。

７億２８３万円 
（目標対比１０５％）

新規就農者の受入、独立支援を
行い、生産者数の増加に取り組
んでいます。

５億２，８０２万円
（目標対比１２１％）

ＪＡ掛川市　　か年計画
～組合員とともに創造“農業と協同の未来”～

　令和５年度

令和６年度

経営理念 ＪＡ掛川市は組合員とともに、協同組合運動の強化に取り組み、協同の力のも
と、安心と信頼ある事業や活動を展開し、未来につながる元気な農業、豊かな
地域づくりを目指します。

基本目標 環境変化への対応、組合員との関係強化に向けて、「生産基盤」「経営基盤」
「組織基盤」の３つの観点で重点取組を定め、農業の生産拡大、持続可能な社
会実現に貢献します。

ＪＡ掛川市 不断の自己改革 Report

持続可能な農業の実現に
向けた生産基盤強化

ＪＡ運営の好循環に
向けた組織基盤強化

「不断の自己改革」の
実践を支える経営基盤の
確立・強化

産地の維持・拡大に向けて
農業振興を強化します

農家組合員の農業経営を
後押しします

組合員との関係強化と
人づくりに取り組みます

新時代に対応した
総合事業改革を行います

持続可能な経営基盤を
確立強化します

1
2

3 4
5
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